
酪農家の皆さん 
新たな加工原料乳生産者補給金制度がスタートします。 

平成30年4月から、改正畜産経営安定法が施行されます。 

① 加工原料乳生産者補給金制度は、これまでの暫定措置から恒久的な制度
として新たに位置づけられます。 

② 生産者補給金の交付対象者が拡大され、生乳の販売先や販売方法の選
択の幅が広がります。 

③ 乳業工場から遠いなど、条件不利地域の集送乳が、今後も安定的かつ確
実に行われるよう、集乳を拒まない対象事業者を指定し、集送乳調整金を
交付します。 

＜補給金の対象者＞ 
  以下のア～ウの酪農家の方々を対象として、対象用途に仕向けた生乳の実
績数量に応じて支払われます。 

 ア 農協・農協連や買取販売業者等を通じて乳業者に販売する酪農家の方 
 イ 自ら生産した生乳を乳業者に直接販売する酪農家の方 
 ウ 自ら生産した生乳を自ら乳製品に加工販売（自家製造・委託製造）す

る酪農家の方 
 注：これまでの指定団体以外への出荷も対象となります。 
 

＜補給金の申請＞ 
 ①ア⇒農協、農協連、買取販売業者と契約締結 
   イ⇒乳業と契約締結 
   ウ⇒乳製品の製造計画の策定（委託製造は乳業者と契約締結） 
（以下、イ、ウの方のみ） 
 ② 年間の月ごとの用途別の販売予定数量等を記載した年間販売計画を

作成し、農林水産省に提出 
 ③ 年間を通じた用途別の需要に基づく安定取引又は乳製品の製造等の基

準を満たしている場合に補給金の交付対象となる数量を配分、通知 
 ④ 農畜産業振興機構に補給金の交付申請 
 

＜対象となる用途＞ 
 バター、脱脂粉乳、チーズ、生クリーム等 
（これまでと同様） 
 注：アイスクリーム、ヨーグルト等は対象となりません。 
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酪農家の皆さんにお願いしたいこと 

ア 農協・農協連や買取業者を通じて乳業者に販売される酪農家の方 

① 年間販売計画は、出荷先の事業者が作成します。酪農家個人での作成は必要あり
ません。 

② 酪農家の皆様は、年間契約を基本に出荷先との間で、平成30年度の生乳取引契
約を締結していただく必要があります。 

③ 疑問点等があれば、まずは出荷先にご相談ください。 

イ 自ら生産した生乳を乳業に直接販売される酪農家の方 

① 年間販売計画は、自ら作成する必要があります。 
② 計画作成に当たって、年間契約を基本に取引先の乳業者と平成30年度の生乳販
売契約を締結していただく必要があります。 

③ まずは、都道府県畜産主務課、農林水産省牛乳乳製品課にご相談ください。 

ウ 自ら生産した生乳から乳製品を加工販売される酪農家の方 

① 年間販売計画は、自ら作成する必要があります。 
② 計画作成に当たって、平成３０年度の乳製品の製造販売計画を作成してください。  
乳製品加工は、自家加工、委託加工のどちらでも構いませんが、委託加工の場合には、
乳業者と委託契約を締結していただく必要があります。 

③ まずは、都道府県畜産主務課、農林水産省牛乳乳製品課にご相談ください。 

○ 詳しい情報はこちらから（農林水産省ホームページ） 
 ＜生産→畜産部ホームページ→牛乳・乳製品→加工原料乳生産者補給金制度について＞ 
 
○ お問い合せ先 
 生産局畜産部牛乳乳製品課 
 代表：03-3502-8111（内線4933） 
 ダイヤルイン：03-3502-5988 
 FAX番号：03-3506-9578 

自らの経営における平成30年度以降の 
生乳の出荷、販売、乳製品の製造計画を検討してください 

⇒ 酪農家の方の事務手続きは基本的にこれまでと変わりません。 

⇒ 事務手続きでお困りの際はサポートさせていただきます。 

⇒ 事務手続きでお困りの際はサポートさせていただきます。 


